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３月20日（金）　休会（３月20日春分の日）

３月27日（金）　ゲストスピーチ　NPO法人旭川マンション管理組合連合会　会長　水島能裕　氏

４月３日（金）　新入会員卓話　千代田電装工業株式会社　代表取締役　山内朋幸　会員

４月10日（金）　ゲストスピーチ　一般社団法人北海道麻振興会　副代表理事　川江　修　氏

３月６日（金）　第3626回例会の記録

点　鐘　 会長 　12:30

水と衛生月間

ローターアクトクラブ合同例会（夜間）

・新玉ねぎのムースとサーモンクリュ 野菜のクーリ　・お造り（鮪・鯛・細魚）　・鶏肉の焼き物パウダー掛け
・大海老の青麻鮮炒め　・道産三元豚肩ロースのロースト 粒マスタードソース　・白子御飯　・甘夏ジュレ

第3626回例会
３月６日

会　　　員 100名
出　　　席 58名
出　席　率 58.00％
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会 長 挨 拶 ： 濱 岡 雄 史

　皆さま、こんにちは、例会にご出席いただ

き、ありがとうございます。

　本日の会員卓話は広葉樹合板株式会社代表

取締役　山口裕也会員です。スピーチを楽し

みにしております。

　切通会員が４月１日付で転勤により、退会

することとなりました。本日が例会出席最後

となります。後ほど、退会のあいさつをお願

いいたします。

　本日は、今週初めにご提案いたしましたハ

ラスメント防止規定制定に関する臨時総会で

す。さっそく臨時総会に入りたいと思います。

　まず、クラブ細則の規定に従い議長は会長

である私が務めます。本日の出席会員数は　

62名です。定足数に達していますことをご

報告いたします。

　提案のハラスメント防止規定は、2024年

および2025年に当クラブで発生したハラス

メント事案について、クラブとして適切に区

切りをつけるため、事案内容の精査を行い、

再発防止策と対応方針を整理しました。併せ

て、クラブ内外のすべての関係者が安心して

活動できる環境を整えるため、ハラスメント

防止規定の策定についても検討を進めました。

2024年の事案では、LINE等のアカウント交

換・登録に関する同意の任意性が争点となり、

2025年の事案では、ハラスメントの疑いが

ある発言に対し、抗議の声を上げず看過した

ことが事態の深刻化につながるなど、いずれ

も課題が明らかになりました。

　これらの反省を踏まえ、10月３日の理事

会において特別委員会の設置が承認され、

11月14日から本年２月13日まで計５回の委

員会を開催し、規定内容の検討や啓発活動の

進め方について協議を重ねてまいりました。

なお、2024年の事案については、2025年７

月４日の会報、2025年の事案は2025年10

月10日の会報に掲載されておりますので、

詳細は割愛いたします。

　この場をお借りして、ハラスメント防止規

定案の概要を説明させていただきます。

　また、経緯は先ほど述べたとおりですが、

国際ロータリーではハラスメントについて大

変厳しい規定を設けておりますが、会員に十

分に周知・理解されているとは言えず、クラ

ブ内外の関係者と健全で良好なコミュニケー

ションを維持するため、ハラスメントのない

環境づくりを目的として、クラブ独自に本規

定を制定することといたしました。

防止規定の概要
●ハラスメントの定義

●適用範囲

●予防措置

●SNS・連絡先交換およびオンライン上のコ

ミュニケーションに関するルール

●ハラスメント被害の申し立てルール

●重大な違反への対応

　今後の予定としては、ハラスメント研修の

実施(ラーニング委員会担当)と今後も年１回

程度のハラスメント講習の継続実施し、本規

定を周知していく予定です。

　特にコミュニケーションルールとして、

SNS・連絡先交換・オンラインコミュニケー

ションのルールを具体的に定めました。

連絡先交換は完全に任意であり強要は禁止
●ロータリアンとローターアクター、年齢差、

先輩後輩、取引関係などから連絡先交換を

断りづらい状況があるため、明確な同意が

ある場合のみ交換可能（曖昧な同意は無

効）

●青少年との連絡は原則として保護者または
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責任者を通じて行う

●深夜連絡、過度な私的連絡、性的・不適切

な内容は禁止

●許可なく連絡先を第三者へ共有しない

●オンライン会議では不適切な服装・背景・

発言を禁止

●SNSでのコメント・絵文字等も含め、侮辱

的・性的・不快な表現は禁止

重大な違反への対応について
●セクシュアルハラスメント又は深刻なハラ

スメントが認定された場合、国際ロータリ

ーの規定に従って会員資格身分を終結

●そのような行為が判明している人物の新規

会員認定は行わない

●問題が解決するまで青少年との接触を禁止

　以上、この提案のとおり、本規定を制定し

たいと思いますが、よろしいでしょうか。

　それでは、ご承認いただけましたので、本

年４月１日より施行いたします。

　また、５月８日の観桜例会で啓蒙活動の一

環として、ハラスメント研修の時間を取りた

いと思っておりますので、皆様のご協力をお

願いいたします。

　それではお食事にいたします。

会 務 報 告

１）ロータリーレート変更のお知らせ
　　2026年３月１日より　１ドル　156円

２）第42回「ライラセミナー in くしろ山花」

開催のご案内収受

３）環境問題オンラインセミナーのご案内

（オンデマンド配信）を収受

４）国際ロータリー第2500地区ローターア

クト　第51回地区大会　本登録のご案内

を収受

５）公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

より『ハイライトよねやま311』を収受

６）一般財団法人比国育英会バギオ基金より

『バギオだよりVol.113』収受

７）旭川市立北門中学校より、「職場体験学

習に関わる協力事業所のお願い」を収受

　※受入先として、ご協力いただける方は、

幹事もしくは事務局までご連絡ください。

米 山 記 念 奨 学 会

菅原康晴会員より寄付金とメッセージを頂き

ました。

「私共、株式会社菅原組が創立110周年を迎

える事が出来ました。誠に感謝申し上げます。

　私、ロータリークラブに入会いたしまして、

30年を迎えました。ありがとうございます。」

ニ コ ニ コ ボ ッ ク ス

出口絢一 君

　　誕生日祝いを頂きました。ありがとうご

ざいます。喜寿（77歳）になりました。

人生これからです。

退会される切通会員から挨拶がありました。
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前田政克 君

　　バースデープレゼント、有難うございま

す。

富川泰志 君

　　誕生日プレゼントをいただきましたので。

山口裕也 君

　　誕生日プレゼント、ありがとうございま

す。

浅野晃弘 君

　　妻の誕生日にお花をありがとうございま

した。また、オリンピックでの安藤麻
あさ

選手

のご声援、ありがとうございました。

佐藤弘康 君

　　妻の誕生日プレゼントにお花を頂きまし

た。有難うございます。

近間政美 君

　　ミラノ コルティナ オリンピック、女子

カーリングチーム「フォルティウス」の応

援、ありがとうございました。

プ ロ グ ラ ム

新入会員卓話
「問いから始まる挑戦が、視点を変える」

広葉樹合板株式会社　　　　　
代表取締役　山口裕也　会員

（冒頭、世界初の立ち寝仮眠ボックス

"giraffenap"の映像を再生）

　今日は、今ご覧いただいた映像そのものを

説明するのではなく、そこに至るまでに自分

がどんな判断をし、どこで立ち止まり、何を

考え続けてきたのか、その過程をお話しでき

ればと思っています。

　只今13時10分頃です。昼食を終えて少し

時間が経ち、お腹が落ち着き始める頃だと思

います。食べ終わった直後ではなく、満腹感

をゆっくりと自覚し始める、そのあたりの時

間帯です。私はこの時間帯が、あまり好きで

はありませんでした。集中力が落ちるからで

す。朝のように頭が冴えているわけでもない。

夕方のように時間に追われている感覚もない。

どこか中途半端です。

　眠気を感じるのは良くないこと、集中でき

ないのは自分の管理不足、そう考えていた時

期が長くありました。だから無理に気合を入

れたり、コーヒーを飲んだり、席を立って歩

いたりしていました。今振り返ると、身体の

声をかなり無視していたと思います。ただ当

時は、眠くならず常に集中している自分が理

想像でした。

　実は、この「13時の眠気」は、私だけの

問題ではありません。日本人の平均睡眠時間

はOECD加盟国で最下位の約６時間27分。ビ

ジネスパーソンの約４割が慢性的な睡眠不足

だという調査結果もあります。集中力の低下、
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判断ミス、体調不良による欠勤などが積み重

なり、厚生労働省の調査では、睡眠不足によ

る経済損失は年間約15兆円に達しています。

　しかし、私は整っていない状態、睡眠が足

りていない状態で、ずいぶん多くの決断をし

てきました。それが悪かったと言いたいわけ

ではありません。当時の自分なりに、最善だ

と思う選択を積み重ねてきた結果です。ただ、

今回の経験を通じて強く感じたのは、判断の

質というものは、気合や根性だけでは支えき

れないということでした。整っていない状態

では、見えていなかった選択肢や、気づけな

かったリスクが確実にあった。その事実を、

後になってはっきりと自覚することになりま

す。

　そんな私が、ある知財マッチングの場に参

加しました。会場は企業ごとのブースに分か

れていて、担当者の方と一対一で話をする形

式です。その日は少し疲れていました。前日

の仕事の影響もあり、頭が完全に冴えている

状態ではなかったと思います。いくつか説明

を受けながら、どこか上の空で話を聞いてい

た部分もありました。そして面談の終わり際、

担当者の方が少し笑いながら「こういう、少

し視点の違うテーマもありますよ」と言いま

した。その瞬間、不思議なことに頭の中が一

気にクリアになりました。関心が一点に集中

した感覚です。後から考えるととても象徴的

な出来事でした。

　その時、担当者の方が見せてくださったの

は、「立ったまま仮眠を取る」という、特許

技術でした。担当者の方はこう言いました。

　「みなさん、満員電車で立ったままウトウ

トした経験、ありませんか？」

確かに誰にでもある経験です。

　「ただし、普通に立っているだけでは危な

いし、深く眠ることはできません。だからこ

そ、体を安全に支える構造が必要なんです」

　私の頭の中では、いくつかのことが同時に

走り始めていました。まず、「これは、日本

のオフィスに合うのではないか」という直感。

横になる場所を確保するのは難しいが、立っ

たままなら省スペースで済む。

　次に、「これは、自分が今まさに必要とし

ているものではないか」という実感。この瞬

間も、少し眠かった自分が、もし15分だけ

でも質の高い仮眠を取れたら、午後のパフォ

ーマンスは確実に変わる。

　そして、「これは、簡単ではないな」とい

う覚悟。技術的なハードルも高いし、文化的

な抵抗もあるだろう。でも、だからこそ、や

る意味がある。

面談が終わった後、私は会場の外に出て、少

し歩きました。頭の中を整理したかったから

です。そして、ある結論に至りました。

　「これは、やってみる価値がある」

　同時に、「これは簡単な話ではないな」と

いう感覚もありました。その後の展開は、正

直、想定していた以上でした。ライセンス契

約の発表の場には多くのメディアが集まり、

次々と質問が投げかけられました。本当に形

になるのか、安全性はどうなのか、完成の見

通しはどうなのか…。その日の夕方、国内外

で報道されている様子を目にしたとき、自分

たちの覚悟が、この広がりに本当に追いつい

ているのかを問われているような感覚でした。

　社内に話を持ち帰ったとき、反応はとても

率直でした。「今回は、なかなか新しい切り

口ですね」という空気だったと聞いています。

驚きや戸惑いもあったと思います。現場が納

得しなければ、この話は前に進みません。む

しろ、ここからが本当の意味でのスタートで

した。結果として、私を含めた３人でこの挑

戦を始めることになりました。既存の仕事も

ある中での少人数でのスタートでした。

　ゼロからの開発は、想像以上に時間がかか
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りました。木材で試しては壊し、模型で確認

してはやり直す。消防署に模型を持って何度

も足を運び、現実的な条件と向き合いました。

「人を預かる以上、中途半端なものは出せな

い」という意識が、すべての判断の基準にな

りました。

　特に苦労したのが、消防法との兼ね合いで

した。立ったまま仮眠を取る、という行為自

体が前例のないものだったため、「これはど

の基準で判断すればいいのか」という問いか

ら始まりました。消防署の担当者の方も、最

初は戸惑っていました。何度も消防署に足を

運び、模型を持ち込んで説明しました。「こ

の構造なら、緊急時にすぐ脱出できます」

「この素材なら、燃えにくいです」「この設計

なら、人が閉じ込められることはありませ

ん」。一つひとつ、安全性を証明していく作

業でした。

　そして、ようやく「これなら大丈夫」とい

う判断をいただいたとき、正直ホッとしまし

た。同時に、「ここからがスタートだ」とも

思いました。

　さらに、実際に人が中に入って寝る、とい

う行為の安全性も検証しなければなりません

でした。角度が急すぎると、体に負担がかか

る。緩すぎると、眠れない。クッションの硬

さ、高さ、体重のかかり方、すべてを何度も

調整しました。

　私自身、試作機に何度も入りました。社員

にも入ってもらいました。体格の違う人、年

齢の違う人、男性も女性も。できるだけ多く

のパターンで試しました。

　そして、ある時、ようやく「これなら、本

当に寝られる」という感覚をつかみました。

それは、技術的な完成ではなく、「人を預か

れる」という確信でした。

　大学の先生や海外の研究者の方々が「立っ

て寝る」という行為を否定せず、まずは面白

がってくれたことに私たちは何度も救われま

した。挑戦していなければ、決して出会うこ

とのなかった方々です。人との縁が、考え方

や視野を少しずつ広げてくれました。

　これら一連の経験を通じて、私自身の睡眠

に対する考え方は大きく変わりました。今で

は、一日の中で最も楽しみな時間が睡眠です。

以前の自分からすると、信じられない変化だ

と思います。

　私たちがここ旭川で事業を続けている理由

についても、改めて考えさせられました。旭

川は、木工の技術、デザインの力、ものづく

りの伝統が根付いている家具の街です。私た

ちも、その一端を担ってきました。ただ、今

回の挑戦を通じて感じたのは、「旭川だから

こそ、できることがある」ということでした。

木質系素材を扱う技術。細部にこだわるもの

づくりの文化。そして、人を大切にする風土。

これらすべてが、giraffenapという製品に活

きています。

　今、私たちは、この製品を全国の企業に導

入していただくべく、営業活動を進めていま

す。大手企業からも問い合わせをいただいて

います。海外からの引き合いもあります。で

も、私たちが目指しているのは、ただ製品を

売ることではありません。「仮眠を取ること

は、恥ずかしいことじゃない」「短時間でも、

質の高い休息を取ることが、仕事の質を上げ

る」─そういう文化を旭川から発信して、日

本に根付かせたいという思いです。

点鐘　会長　13：30
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